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倫理審査申請書

　　年　　月　　日　
国立大学法人お茶の水女子大学
人文社会科学研究の倫理審査委員会委員長　殿
	
研究責任者　
所　属　　　　　　　　　　　　　　　　
職　　　　　　　　　　　　　　　　　　
氏　名  　　　　　　　　　　　　　　　

　国立大学法人お茶の水女子大学人文社会科学研究の倫理規則第５条第１項の規定に基づき、下記のとおり申請します。

記

	１．課題名



	２．共同研究者



	（学外の研究者と共同で実施する課題のみ）
他機関における倫理審査の状況
審査機関：
審査結果：☐承認　　☐審査中　　☐その他（　　　　　　　　　）

	３．研究の種類（複数選択可）
☐アンケート・質問紙調査（　☐紙媒体　　☐Web調査　）
☐インタビュー調査
☐実験、介入、評価等により研究対象者の情報等を取得（対象者の検査、測定、調査の結果等）
☐研究対象に参与する参与観察、エスノグラフィー、アクションリサーチ等
☐その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	４．研究期間（調査期間）
開始日：☐委員会承認日　☐　　　　　年　　月　　日
　　終了日：　　　　　年　　月　　日

	５．研究資金（複数選択可）
☐即時オープンアクセスの対象である競争的資金（科学研究費助成事業等）
☐上記以外の競争的資金
☐民間資金（大学経理処理対象）
☐私費（自己資金）
☐その他（　　　　　　　　　　　　）

	６．研究成果の公表予定（即時オープンアクセスの対象である競争的資金を使用する研究の場合には、研究論文及びその根拠データの公表について時期と方法をできる限り具体的に明記すること。）





	７．研究の意義・目的






	８．研究内容等の概要
（１）調査・実験の対象者（人数、属性、選定方法、募集・依頼方法、謝礼（謝金）支払いの有無とその資金源などを明記すること。）




[bookmark: _Hlk205196192]（２）収集する情報やデータと収集方法・手順（データ等の項目、特に取得する個人情報の詳細、収集方法の詳細、記録内容及び記録方法、実施場所、実施担当者、所要時間などを明記すること。）





	９．研究における倫理的配慮
（１）研究対象者の個人の人権擁護の方法（個人識別の可否などのデータの特性、匿名化の方法、保管方法と保管場所、保管期間（原則10年）及び廃棄方法、データの利用者などを明記すること。謝礼の支払いにかかわり個人情報を収集する場合には、その取扱いについても明記すること。）




（２）研究対象者からインフォームド・コンセントを受ける方法（説明方法、説明者、同意を得る手順と方法、電磁的方法の採用の有無などを明記すること。即時オープンアクセスの対象である競争的資金を使用する研究の場合には、研究論文及び根拠データをインターネット上で公開することを説明すること。同意書を取得する場合には、その保管場所と保管期間（原則5年間）を明記すること。研究対象者から同意を得ることができない研究の場合にはその理由と、それによって生じる可能性のあるリスクや倫理的問題を回避するための対応方法を明記すること。）




（３）この研究によって生ずる個人の不利益及び社会的貢献の予測（比較衡量に基づく妥当性を明確にするため、個人の不利益と社会的貢献を区別して整理し、分かりやすく記述すること。）
①本研究によって生ずる個人の不利益




②本研究によって生ずる社会的貢献




（４）その他





	10．添付資料（添付する資料については、資料番号及び資料名称を記載すること。外国語の資料が含まれる場合には、日本語訳もあわせて添付すること。調査等を他の組織・団体に（一部含めて）委託する場合には、受託者の倫理適合を示す資料を添付すること。なお、各添付資料の上部には資料番号を明記すること。）








